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明 治 2 0 年 代 宮古島地主層と人頭税廃止運動31
（73）
（家内）とも称していた。永代使役、これと関連する身請難、隷属者の売買は、特殊な場合（た
とえば隷属者から生まれた子ども)、奄美群島にもみられることから宮古独自の制度ではない。
（74） （75）
問題は名子制度である。名子も隷属農であるが、世襲的性格もうかがえる。名子に直接ふれ
た史料として、「与世山親方宮古島規模帳」190条がある。それは「百姓等之内諸並之夫遣いや
かり役人並同子孫家内江名子札取追立相遁候才覚有之由名子札之儀追立差免置候仕形不宜候間
（花）
向後差免間敷候事｣となって、百姓の名子札乱用を禁じている。要するに、名子は夫役が免除
されていたこと、名子は役人との関係で成立した身分ということがわかる。
そこで、「下男下女」と「名子」の区別は主人との関係（および夫役免除などの特権）とい
うことになる。役人との関係で成立する隷属者は名子で、役人以外の主人との関係で成立する
隷属者は下男下女である（役人との関係では「名子札」が重要になるが、それのない隷属者も
いたかも知れない。しかしこの部分はそれほど重要ではない)。因孜に、島政改革のため農民
（7）
代表として上京請願した西里蒲も二人の下男を有していた。
宮古島の名子は沖縄地域でも今のところやや特異な事例にみえるが、これが日本各地の名子
制度とどう異なるかは今後の研究を待たねばならない。「名子の特質は、．…世襲的な隷属関
係と倦役労働の存在とにあり、このような特質の故にそれは純封建的体制たり得著］とすれば、
制度の根幹は共通しているといえる。
当然、下男下女といい、名子といい、それは地主の形成と土地経営から派生したものである
ことはいうまでもない。
6．おわりに
本稿は、従来の歴史学的手法とは異なる観点から、明治20年代宮古島における人頭税廃止運
動を考察した。地主層の形成と役割に注目したのである。地主層は役人地主と農民的地主とに
分けられ、後者を運動の推進体と位置づけた。
運動の表舞台に現われたのは中層以上の地主であった。彼らは明治12年の廃藩置県以降の社
会情勢、沖縄県庁や寄留商人による新しい情報、とくに製糖業を中心とした商品経済の浸透を
徐々 に感じとっていたのであり、それと比例して旧慣への不満も増大していったと承られる。
こうした地主層の集合意識が外来イデオローグの参入で運動体に結集したとみられる。
宮古島の地主層の形成。1767年の与世山親方宮古島規模帳からみて、この時点で宮古島の農
民は王府の関心を引くほど階層分解をきたしていたと思われる。それは地主的土地所有者の確
認を示すものである。この地主が役人地主か農民的地主であったかは明らかでないが、吏員数
の多さと蔵元統制の強さから村レベルの土着（在村）地主が形成されにくい状況から判断して、
およそ18世紀から19世紀前半までの地主はほとんど役人地主と考えられる。われわれのデータ
でみるように、19世紀後半から農民的地主の形成が確認できる。地主の形成はいずれも商品経
済の発達と関連が深いが、とくに農民的地主の形成は、近代期への移行とともに次第に優勢と
なる商品経済の浸透と連動している。近代への相克は、人頭税廃止運動や島政改革運動も含め
明治20年代宮古島地主層と人頭税廃止運動32
て、旧勢力である役人地主層と新勢力である農民的地主層の対立に集約されよう。
地主に関する主要資料は各間切島の土地台帳である。史料が制限された状況で、土地台帳は
近代史の一級史料であり、今後も継続して使用されなければならないが、不備も多い。われわ
れの結論もこうした難点や資料上の制限を踏まえて導かれたものであることはいうまでもな
いo
〔注〕
この企画は、宮古・八重山有志による第3回先島文化交流会議が引継ぐことになり、1994年8月27日、
宮古島平良市で「人頭税廃止請願100年記念シンポジウム」が開かれた。本稿は、そのときの同題報
告にもとづいてまとめられた。
琉球政府『沖縄県史』第21巻資料編11旧慣調査資料1968年。
一木喜徳郎「一木書記官取調書」琉球政府『沖縄県史』14巻
人頭税関係の文献は関連的なもの、断片的なもの、本格的なものなどいずれまでを含むかによってそ
の多寡がきまる。本格的な研究に限定すれば、その数は決して多くはない。上記（注2と3）を除い
て広く知られているのをあげれば、城間正八『隠れたる偉人一城間正安翁一』昭7年、谷川健一『沖
縄一辺境の時間と空間』三一書房1970年、大浜信賢『八重山の人頭税」三一書房1981年（初版
1971)、島尻勝太郎「宮古農民の人頭税廃止運動」沖縄歴史研究会編『近代沖縄の歴史と民衆』増補
改訂版至言社1977年、山内玄三郎『大世積綾舟一人頭税廃止と黒真珠に賭けた中十作の生涯一』
言叢社1983年、黒島為一「人頭税」琉球新報社『新琉球史』近世編（下)1990年などがある。
稲村賢敷『宮古島旧記並史歌集解』至言社1977年258～259頁。同『宮古島庶民史』三一書
房1972年310～312頁。
琉球政府『沖縄県史』第21巻資料編11前掲書。
波平勇夫「『ウェーキ』の形成と展開一沖縄の村方地主に関する予備的考察一」沖縄国際大学文
学部紀要社会学科篇第14巻第2号1987年23頁。
同書5頁。
波平勇夫「沖縄の近代化と社会構成の変動」（2）沖縄国際大学文学部紀要社会学科篇第13巻
第1号昭60年11頁。
城間正八『隠れたる偉人一城間正安翁一』前掲書9頁。
一木喜徳郎「一木書記官取調書」前掲書573頁。
城辺町史編纂委員会『城辺町史』資料編1985年283～289頁。
宮古郡下地町字嘉手苅（入江）川満金市（大4年生）から聴取り。
宮古郡城辺町字保良根間カニメガ（明33年生）から聴取り。
これは新生児の命名法にも由来する。命名は父方母方両方の先祖の名前から性別によりくじで決めら
れた。その結果、同名が子孫にくり返し現れたことになる。
川満金市（注13）および字嘉手苅（入江）在で川満亀吉の甥例鎌茂一（明34年生）から聴取り。
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例鎌茂一（注16）から聴取り。
城辺町史編纂委員会『城辺町史』資料編前掲書286頁。
同書。
一木喜徳郎「一木書記官取調書」前掲書574頁。
同書。
城辺町史編纂委員会『城辺町史』資料編前掲書286頁。
同書。
例鎌茂一（注16）から聴取り。
城間正八『隠れたる偉人一城間正安翁』前掲書44頁。
同書。
笹森儀助『南島探検』同書刊行会昭48年326～327頁。
本調査におけるサンプルの生年は戸籍資料にもとづいている。
城辺町字保良松川寛孝（明21年生）から聴取り。
例鎌茂一（注16）から聴取り。
分家筋の伊山清照（大8年生）から聴取り。
平良市史編さん委員会『平良市史』第4巻資料編21978年101～104頁。戸数（明26年）は92
～93頁。
同書、108頁。
城間正八『隠れたる偉人一城間正安翁一」前掲書87～113頁。
同書、52頁。
同書、55～56頁。
城辺町史編纂委員会『城辺町史』資料編前掲書228～229頁。
同書、229頁。
同書、236頁。
笹森儀助『南島探検』前掲書126頁。
平良市編さん委員会『平良市史』第4巻資料編2前掲書49頁。
例鎌茂一（注16）から聴取り。
平良市編さん委員会『平良市史』第4巻資料編2前掲書107頁。
城間正八『隠れたる偉人一城間正安翁一』前掲書96～97頁。
城辺町史編纂委員会『城辺町史』資料編前掲書288頁。
同書223頁。
例鎌茂一（注16)、川満金一（注13）から聴取り。
平良市史編さん委員会『平良市史』第4巻資料編2前掲書108頁。
『沖縄県統計書』より作成。
その違いは農民の不満が八重山は宮古より低かったということだろうか。黒島為一「人頭税」前掲
書(164～165頁）参照。
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奄美大島の砂糖は藩政時代の総買上げに代わって、明治6年自由売買となるが、鹿児島県は県庁保護
の大島商社をつくって、従来同様の総買上げ方式を踏襲させた。そこで自由売買運動が展開するが、
その過激派の中心が名瀬生まれでイギリス仕込みの丸田南里である。大島商社による糖価支配は明治
11年で終わることになる。（昇曙夢『大奄美史』原書房昭50年436～449頁)。明治4年の膝素立解
やんちゅ
放令と同5年の人身売買禁止令により、奄美群島の家人は解放されることになったが、実際に解放さ
れたのはその一部（約1000人）で、身代糖1500斤を準備できない者は従来同様に酷使されたという。
これを見かねて、解放運動に立ち上がったのが鹿児島藩士伊知地清左衛門であった。（同書、456頁)。
琉球政府『沖縄県史』第21巻資料編11前掲書192頁。
同書159～186頁。
同書157頁。
同書。
松川寛孝（注29）によれば、字保良にも上納畑は存在したという。これが労働組織、あるいは上納単
位組織としての組制と同一のものかどうか確かでない(稲村賓敷『宮古島庶民史』<312頁＞には不足
地のための開墾組織として大結組があったこと、それの痕跡が字保良にもあることを紹介している｡）
平良市史編さん委員会『平良市史」第3巻資料編l前掲書611頁。
稲村賢敷『宮古島旧記並史歌集解』前掲書258頁。
稲村賢敷『宮古島庶民史』前掲書310～311頁も参照。
平良市史編さん委員会『平良市史』第3巻資料編1前掲書611頁。
黒島為一「人頭税」前掲書159頁。
田里友哲「沖縄における開拓集落の研究」琉球大学法文学部紀要史学・地理学篇第23号
1980年。
稲村賢敷『宮古島庶民史』前掲書219頁。
波平勇夫「『ウェーキ』の形成と展開一沖縄の村方地主に関する予備的考察一」前掲論文参照。
球陽研究会編『球陽』角川書店昭49年。
この件数は『球陽』にみられる回数であり、頭数ではない。たとえば1回で数名が爵位を受けるとき
でも1件と数えた。
全件数から資産と関係しないと思われる「孝順」「長命」「遭難救助」「公務精励」などを除いた。
球陽研究会編『球陽』読み下し編645頁。
本稿3節の亀川恵寛の事例（6頁）を参照。
一木喜徳郎「一木書記官取調書」前掲書。最近作としては、島尻勝太郎「宮古の名子について」
沖縄文化協会『沖縄文化』沖縄文化協会創設四○周年記念誌(1989年）所収。
平良市史編さん委員会『平良市史』第3巻資料編1前近代前掲書619頁。
島尻勝太郎「宮古の名子について」前掲書551頁。
波平勇夫「村落階層構造の史的展開一地主・小作関係を中心に－」沖縄国際大学南島文化研究所
地域研究シリーズNu8.『徳之島調査報告書」(4)1986年45頁。
仲松弥秀『宮古諸島学術調査研究報告地理・民俗編』1964年。田里友哲「沖縄における開拓
㈲
㈹
㈹
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集落研究」前掲論文。
一木喜徳郎「一木書記官取調書」前掲書576頁。
平良市史編さん委員会「平良市史』第3巻資料編1前掲書630頁。
中村十作「沖縄県宮古群島の惨状」城辺町史編纂委員会『城辺町史』資料編前掲書283
～289頁。
木下彰『名子遺制の構造とその崩壊一農村における封建的労働の構造分析一』御茶の水書房1979
年16頁。
